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1 まえがき

近年、複数の無線通信規格に対応したマルチバンド

無線端末への要求が高まっている。マルチバンド化に伴

い、従来 Txリーク除去を目的として用いられきた LNA-
Mixer間の SAWフィルタを取り除くことが求められる。
この対策としてオンチップフィルタにより Txリークを
減衰する手法が提案されている [1]。しかし、Txリーク
は最大で-30dBm程度まで想定する必要がある。このと
き、アクティブフィルタを用いている場合には大きく特

性が劣化することが考えられる。本発表では、アクティ

ブフィルタリング時の線形性劣化の可能性について検討

する。

2 強入力時の特性劣化

図 1にアクティブフィルタリング回路の一例を示す。
ノッチフィルタにより Txリークを減衰させ、以降の増
幅段における歪を抑制している。ノッチ周波数でのX点
の電圧は

vX =
jωnotchC1

gmp −gmn
vin (1)

と表される。したがって Qエンハンスにより gmp −gmn

→ 0としたとき vX →∞となり、非常に大きな振幅とな

る。このとき、M1, M2に大信号が入力されることとな
り、飽和領域からはずれる恐れがある。飽和領域から外

れた場合には、Qエンハンス回路の gmnが下がることと

なり、ノッチフィルタの Q値の劣化につながる。また、
MOSが非線形動作をするため、Qエンハンス回路にお
いて大きな歪が発生する。

3 シミュレーション

入力 Txリークパワー及び Qエンハンスの強度に対す
る抑圧量をシミュレーションにより求めた。Tx周波数は
1.92GHzを仮定する。図 2より Ibias を大きくすること

で Txの抑圧量を増やせるが、Txパワーの増加により抑
圧量が大きく減少していることがわかる。また、抑圧量

5dBm、20dBmおよびQエンハンス非動作時の voutにお

ける IM3の評価を行った。妨害波入力は Txリーク及び
380MHz離調 CWブロッカを仮定している。CWブロッ
カは−45dBmで固定とし、Txリークパワーを掃引する。
増幅段の利得は 10dBm、IIP3は 5dBmとする。図 3よ
り Tx抑圧量 5dBm, 20dBmでの IM3は、Qエンハンス
非動作時と比較してそれぞれ 5dBm, 2.5dBm改善されて
いる。抑圧量 20dBmでは Qエンハンス回路より発生す
る IM3が原因となり、改善量が少なくなっている。
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図 1 アクティブフィルタリング回路
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図 2 Txリーク抑圧量
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図 3 IM3出力パワー

4 まとめ

アクティブフィルタリング回路に関する非線形歪解析

を行った。Qエンハンス強度を上げる場合には、抑圧量
の劣化や Qエンハンス回路での歪が発生し、結果とし
て線形性改善が見込めない可能性があることを示した。
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